
花
火
が
冬
の
夜
空
を
彩
る

花
火
が
冬
の
夜
空
を
彩
る

花
火
が
冬
の
夜
空
を
彩
る

学
び
の
姿
勢
な
ど
に
つ
い
て
も
語
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ク
イ
ズ
形
式
を
取

り
入
れ
た
場
面
も
あ
り
、
生
徒
た
ち
は

楽
し
み
な
が
ら
興
味
深
く
話
を
聞
い
て

い
ま
し
た
。
台
湾
留
学
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
と
本
校
は
約
10
年
に
わ
た
る
交
流

が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
も
本
校
か
ら
台

湾
の
大
学
へ
進
学
し
た
生
徒
が
い
ま
す
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
、
生
徒
た

ち
は
海
外
進
学
や
国
際
的
な
学
び
へ
の

関
心
を
高
め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

旭　実　だ　よ　り ２０２５年１１月１４日１１月号

北 海 道 立 正 学 園
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２
年
生
は
５
日
間
に
わ
た
る
見
学
旅

２
年
生
は
５
日
間
に
わ
た
る
見
学
旅

行
を
終
え
、

行
を
終
え
、1010
月月
2828
日（
火
）に
Ａ
班（
工

日（
火
）に
Ａ
班（
工

業
科
・
商
業
科
）
が
、

業
科
・
商
業
科
）
が
、
3131
日
（
金
）
に

日
（
金
）
に

Ｂ
班
（
普
通
科
）
が
無
事
に
旭
川
へ
戻

Ｂ
班
（
普
通
科
）
が
無
事
に
旭
川
へ
戻

り
ま
し
た
。

り
ま
し
た
。

　

初
日
は
奈
良
公
園
で
鹿
と
ふ
れ
あ
い
、

歴
史
あ
る
街
並
み
を
散
策
し
ま
し
た
。

学
び
学
び
とと
友
情
友
情
をを
深
め
た
見
学
旅
行

深
め
た
見
学
旅
行

　
【
　
【  

図
書
局

図
書
局  

】】

　

第

　

第
1212
回
全
国
高
校
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

回
全
国
高
校
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

2025
2025

北
海
道
大
会

北
海
道
大
会

準
優
勝　

藤　

創
介

準
優
勝　

藤　

創
介  

さ
ん
さ
ん
（
普
１
・
附

属
旭
川
中
）

　

第

　

第
2323
回
全
道
高
等
学
校
文
芸
研
究
大

回
全
道
高
等
学
校
文
芸
研
究
大

会
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル

会
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル

俳
句
部
門　

優
良
賞　

西
島 

瑛
美 

さ
ん

（
普
１
・
神
居
東
中
）、
山
田 

紗
矢 

さ
ん

（
普
２
・
附
属
旭
川
中
）、
堀
内 

姫
瑠 

さ

ん
（
普
３
・
東
神
楽
中
）

文
芸
部
誌
部
門　

銅
賞　
『
鶺
鴒
』
第
二

号
　

第

　

第
3636
回回  

伊
藤
園
お
～
い
お
茶
新
俳
句

伊
藤
園
お
～
い
お
茶
新
俳
句

大
賞
大
賞

佳
作　

松
橋 

伶
音 

さ
ん
（
普
２
・
附
属

旭
川
中
）

「
足
早
に  

行
き
過
ぎ
る
人  

枇
杷
の
花
」

　
【【  

弁
論
サ
ー
ク
ル

弁
論
サ
ー
ク
ル  

】】

　

弁
論
高
等
学
校
全
道
大
会

　

弁
論
高
等
学
校
全
道
大
会

課
題
の
部　

９
位
：
津
山 

千
春 

さ
ん

（
普
２
・
札
幌
日
章
中
）　

自
由
の
部　

８
位
：
谷 

純
菜 

さ
ん
（
普

３
・
当
麻
中
）　

　

11
月
７
日
（
金
）、
本
校
の
創
立
者
で
あ
る
堀
水

本
校
の
創
立
者
で
あ
る
堀
水  

孝
教
孝
教  

先
生
の
生
誕
日
を
記
念
し
、
校
内
に
て
花
火
の
打
ち
上
げ

先
生
の
生
誕
日
を
記
念
し
、
校
内
に
て
花
火
の
打
ち
上
げ

を
行
い
ま
し
た
。

を
行
い
ま
し
た
。
本
年
は
創
立
65
周
年
の
節
目
の
年
に
あ

た
り
、
在
校
生
・
卒
業
生
・
地
域
の
皆
様
と
の
つ
な
が
り

を
改
め
て
感
じ
る
機
会
と
す

る
た
め
に
企
画
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　

当
日
は
気
温
０
度
と
冷

え
込
み
の
厳
し
い
中
で
し

た
が
、
18
時
30
分
の
打
ち
上

げ
開
始
と
と
も
に
、
夜
空
に

色
と
り
ど
り
の
花
火
が
咲
き

誇
り
ま
し
た
。
花
火
は
約
10

分
間
に
わ
た
り
打
ち
上
げ
ら

れ
、
校
内
に
集
ま
っ
た
在
校

生
や
教
職
員
か
ら
は
歓
声
と

拍
手
が
上
が
り
ま
し
た
。
ま

た
、
地
域
の
皆
様
に
も
ご
自

宅
な
ど
か
ら
観
覧
い
た
だ

き
、
多
く
の
温
か
い
声
を
頂

戴
し
ま
し
た
。

　

富
居 

撤
雄 

理
事
長 

「
こ

の
た
び
の
花
火
打
ち
上
げ
に

際
し
、
多
く
の
方
々
の
ご
協

力
と
温
か
い
ご
支
援
を
賜

り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
特
に
、
Ｏ
Ｂ
会
の
皆

様
か
ら
の
多
額
の
寄
付
に
よ

り
、
在
校
生
や
卒
業
生
、
地

域
の
皆
様
が
楽
し
め
る
素
晴
ら
し
い
花

火
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

創
立
65
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
、
改

め
て
地
域
や
Ｏ
Ｂ
会
の
方
々
に
支
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
、
花
火
は
恒
例
行
事
と
し
て
毎
年

実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。」

　

10
月
15
日
（
水
）、
機
械
シ
ス
テ
ム
科

機
械
シ
ス
テ
ム
科

１
年
生
を
対
象
に
、
旭
川
建
設
業
協
会

１
年
生
を
対
象
に
、
旭
川
建
設
業
協
会

二
世
会
様
に
よ
る
「
防
災
出
前
講
座
」

二
世
会
様
に
よ
る
「
防
災
出
前
講
座
」

２
日
目
は
京
都
の
清
水
寺
を
訪
れ
た
後
、

自
主
研
修
を
実
施
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
班

が
興
味
の
あ
る
場
所
を
巡
り
ま
し
た
。

３
日
目
と
４
日
目
は
大
阪
、
そ
し
て
東

京
で
の
自
主
研
修
を
通
し
て
、
地
域
の

文
化
や
人
と
の
交
流
を
楽
し
み
な
が
ら

多
く
の
学
び
を
得
ま
し
た
。
最
終
日
は

浅
草
や
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
訪
問
し
、

思
い
出
を
胸
に
旭
川
へ
帰
路
に
つ
き
ま

し
た
。

　

今
回
の
見
学
旅
行
は
、
仲
間
と
の
絆

を
深
め
る
と

と
も
に
、
自

主
性
や
協
調

性
を
育
む
貴

重
な
５
日
間

と
な
り
ま
し

た
。

文
化
部 

大
会
結
果

１
学
年
対
象

１
学
年
対
象
「
台
湾
留
学
セ
ミ
ナ
ー
」

「
台
湾
留
学
セ
ミ
ナ
ー
」
を
実
施

を
実
施

　

機
械
シ
ス
テ
ム
科
１
年
生

防
災
講
座
を
受
講

東
邦
電
設
株
式
会
社
様
よ
り

　

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　

11
月
６
日
（
木
）、
東
邦
電
設
株
式
会

東
邦
電
設
株
式
会

社
の
顧
問
・
長
浜

社
の
顧
問
・
長
浜  

光
夫
光
夫  

様
（
電
気
科
卒
）

様
（
電
気
科
卒
）

と
、
代
表
取
締
役
社
長
・
丹
羽

と
、
代
表
取
締
役
社
長
・
丹
羽  

智智  

様様

（
電
気
科
卒
）
が
来
校
さ
れ
、
本
校
へ
ご

（
電
気
科
卒
）
が
来
校
さ
れ
、
本
校
へ
ご

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
社
で
は

本
校
電
気
科
卒
業
生
に
よ
る
「
実
高
会
」

が
結
成
さ
れ
、
互
い
を
支
え
合
う
活
動

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
度
、
活

こ
の
度
、
活

動
を
終
了
し
、
残
り
の
資
金
を
「
母
校

動
を
終
了
し
、
残
り
の
資
金
を
「
母
校

の
た
め
に
使
い
た
い
」
と
い
う
皆
様
の

の
た
め
に
使
い
た
い
」
と
い
う
皆
様
の

思
い
に
よ
り
、
寄
付
が
実
現
し
た
と
の

思
い
に
よ
り
、
寄
付
が
実
現
し
た
と
の

こ
と
で
す
。

こ
と
で
す
。
現
在
も
東
邦
電
設
様
で
は

本
校
卒
業
生
が
多
く
活
躍
（
社
員
67
名

中
21
名
）
し
て
お
り
ま
す
。
今
回
い
た

だ
い
た
温
か
な
お
気
持
ち
は
、
今
後
の

教
育
活
動
の
充
実
に
活
か
し
て
ま
い
り

ま
す
。

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
講
座
は
、

防
災
意
識
を
高
め
、
災
害
時
に
冷
静
か

つ
的
確
に
行
動
で
き
る
力
を
育
む
こ
と

を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

今
年
で
10
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
講
師

と
し
て
お
越
し
い
た
だ
い
た
建
設
業
協

会
二
世
会
の
皆
様
は
、
地
域
の
防
災
や

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
深
く
関
わ
る
経
営
者

の
方
々
で
あ
り
、
生

徒
た
ち
は
実
社
会
の

視
点
か
ら
防
災
の
重

要
性
を
学
ぶ
貴
重
な

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

創立者を偲び、地域と歩む未来を願って創立者を偲び、地域と歩む未来を願って

　

10
月
29
日
（
水
）、
１
年
生
を
対
象
に

１
年
生
を
対
象
に

「
台
湾
留
学
セ
ミ
ナ
ー
」
を
実
施
し
ま
し

「
台
湾
留
学
セ
ミ
ナ
ー
」
を
実
施
し
ま
し

た
。
た
。
今
回
は
、
台
湾
留
学
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
の
山
口 

咲
乃 

さ
ん
を
お
招
き

し
、
台
湾
の
大
学
で
学
べ
る
内
容
や
留

学
制
度
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。
講
話
の
中
で
は
、
台
湾
で
の
学

び
だ
け
で
は
な
く
、
世
界
の
中
で
の
日

本
の
立
ち
位
置
や
、
将
来
を
見
据
え
た

創立６５周年記念創立６５周年記念


